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一

三
十
三
年

攻蔡

中
陽

産

三
十
四年

攻
華
陽

孝
文
王
元年

立
即
死

㏄
跚

三
十
五
年三十六年

荘

王
元年二年

器
果
薙
鸚)

一

三
十
七年

籍
寇
剛

三
年

荘
王死

三
十
八
年

閼
輿三十九年攻樓四十年

趙奢

敗
讒
鄰
紆
綴
唄

今

元年

喜傅二年三年巻
軍
八
月喜

揄
史

鷲
秦
攻
巻(
始
皇
本
紀)

四十

一

年

攻
刑
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〔
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〕

口
軍十

一
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喜
口
安
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史

〔
四
十
三
年〕

五
年

四
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攻
大
(
太)
行
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六
年
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為安

陸
令
史

皿

四
十
五
年

攻
大
埜
(
野)
王

十
二
月

七
年

正
月
甲寅

郡
令
史

2

甲
午
鶏
鳴時

喜
産

c
麗

八

年B呈

「

四
十
六
年

攻
口(
邸
?
)亭四十七年攻長平十一月

敢産

九
年〔十年〕

呂
不
韋免

相(呂不暈

伝)

四
十
八
年

攻
武
安

麗
瑚
始
樫
駐
鯲榔

榔)
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年
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獲
産

〔
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十
九
年〕

口
口
口

十
二
年

四月

癸
丑
喜
治
獄
鄂

〔五

十

年
〕

五
十

一
年

五
十
二
年

〔五
十
〕
三
年

五
十
四
年

五
十
五
年

五
十
六
年

攻
邯
単
(鄲
)

攻
陽
城

王
稽
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禄
死

吏
誰
(推
?
)従
軍

后
九
月

昭
死
正
月
遨
(
速
)

㏄
篇
周
亡

(六
国
表
)
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年
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年
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従
軍

従
平
陽
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七
月
丁
巳
公
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占
年

攻
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攻
趙
正
月
恢
生

囗
口
口
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南
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備
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攻
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陽(始
皇
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紀
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定
平
腸
武
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皇
本
紀
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初
令
男
子
書
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(始
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紀
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韓
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為
頴
川
郡

(
始
皇
本
紀
)

趙
亡

(始
皇
本
紀
)



二
十
年

二
十

一
年

二
十
二
年

二
十
三
年

〔二
十
四
年
〕

二
十
五
年

二
十
六
年

二
十
七
年

〔二
十
八
〕
年

二
十
九
年

三

十

年
一
旧

七
月
甲
寅
日
終
韓
王
居
口

山韓
王
死
昌
平
君
居
其
処
有

(又
)
死
口
属

攻
魏
梁
(梁
)

興
攻
荊
口
口
守
陽
口
死
四

月
昌
文
君
死

ロ
ロ
臼
王
口
口

八
月
己
亥
廷
食
時
産
穿
耳

今
過
安
陸

南
郡
守
騰
文
喬

秦
虜
獅
王
仮

(六
国
表
)

棄
虜
楚
王
負
芻

(六
国
衷
)

秦
蠹

驫

表
)

㏄
跏懿
難
醸
蜜
夢

始
邊
蟹

粒
瓣
)

鷲

右
の
年
表
は
、

一
九
七
五
年
十
二
月
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
か
ら
秦
墓
十
二

座
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
十

一
号
墓
か
ら

一干
余
枚
の
竹
簡
が
出
土
し
た

も
の
の
中
の
喜
な
る
人
物
の
個
人
的
経
歴
書
、
す
な
わ
ち

「編
年
記
」
の
全
文

で
あ
る
。
雲
夢
秦
簡
の
お
お
よ
そ
に
つ
い
て
は
、
七
六
年
に
文
物
出
版
社
が

「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
」
な
る
大
冊
を
発
行
し
、
原
寸
大
の
図
版
及
び
釈
文
、
そ

し
て
解
説
を
も
掲
げ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た

「文
物
」

「
歴
史
研

究
」
に
個
別
の
論
文
も
発
表
さ
れ
て
い
、
私
も
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
の

(
1
)

で
、

こ
れ
ま

た
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
当
面

の

「
編
年
記
」
は
、
秦

の
昭
王
元
年

(脱
跚
)
か
ら
始

皇

三

十

年

(㏄
跏
)
ま
で
の
八
十
九
年
間
を
、
喜
な
る
人
物
の
閲
歴
を
中
心
に
記
録
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
ご
く
私
的
な
記
録
で
あ
る
。
喜
そ
の
人
は
昭
王
四

十
五
年

(玳
㎜
)
に
生
ま
れ
、
恐
ら
く
こ
の
記
録
の
絶
え
る
始
皇
三
十
年
(㏄
盟
)

に
歿
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
四
十
五
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
こ
う
し
た
個
人
的
経
歴
書
が
、
他
の
遺
品
と
と
も
に
墓
中
に
埋
葬
さ
れ
た

の
か
に
つ
い
て
は
、

一
九
七
五
年
三
月
湖
北
省
江
陵
県
鳳
凰
山

一
六
八
号
墓
か

ら
発
見
さ
れ
た
嬰
逐
な
る
人
物
の
地
下
の
冥
界
へ
の
紹
介
状
と
思
わ
れ
る
木
簡

と
比
定
し
て
、
ζ
の

「編
年
記
」
が
同
様
な
役
割
り
を
荷
っ
た
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。

睡
虎
地
の
十

一
号
墓
か
ら
は
、
実
は

「編
年
記
」
の
み
な
ら
ず

「南
郡
守
騰

文
書
」

「
秦
律
十
八
種
」

「法
律
答
問
」

「為
吏
之
道
」
等
々
つ
こ
う
十
種
の

竹
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
主
要
な
も
の
は
法
律
関
係
文
書
で
、
こ
れ
は
申
国
で

発
見
さ
れ
た
最
古
の
法
律
条
文
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
断
片
的
に
し
か

知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
秦
律
の
位
置
づ
け
が
、
今
後
か
な
り
明
確
化
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
文
書
が
す
べ
て

隷
書
で
書
か
れ
て
い
る
ζ
と
も
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に

「秦
篆
漢

隷
」
と
い
わ
れ
る
が
、
秦
に
お
け
る
事
務
量
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
篆
体
め
簡

略
化
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
隷
書
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
雲
夢
秦
簡
は
法
律
文
書

と
い
う
ま
さ
に
実
用
の
世
界
の
文
献
で
あ
る
ゆ
え
に
当
時
の
実
用
文
字
と
し
て

の
隷
書
で
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
た
秦
の
隷
書
が
大
量
に
出

現
し
た
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。

「編
年
記
」
も
隷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
喜

な
る
入
物
が
、
か
つ
て
獄
吏
で
も
あ
っ
た
職
掌
を
通
じ
て
こ
の
書
体
を
身
に
つ

け
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

「編
年
記
」
は
竹
簡
に
上
下
二
段
に
昭
王
元
年
か
ら
五
十
三
年
ま
で
ほ
上
段

に
、
五
十
四
年
以
降
は
下
段
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
喜
が
生
ま
れ
た
時
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代

の
王

の
初
年
か
ら
始

ま
る
。
個
人
の
誕
生

の
年
か
ら
始
ま
る
の

で

は

な

く

て
、
そ
の
時

の
王

の
初
年
か
ら
記
録
す
る
と
い
う

の
が
当
時

の
経
歴
書
の
定
例

で
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
,
昭
王

の
元
年
か
ら
き
わ
め

て
大
ま
か
に
戦
争

の

記
録

に
よ

っ
て
年
次

が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
史

記
秦
本
紀

に
比

べ
て
出
入
り
も

あ
り
、

た
と
え
ば

「
編
年
記
」
で
は
昭
王

四
年

「
攻

封
陵
」
、
同
五
年

「
帰
蒲

反
」
と
あ
る
が
、
史

記
で
は
昭
王
四
年

「
取
浦

反
」
と
あ
る
。
両
記
録
と
も
正

コ

ロ

 

し

い
と
す
れ
ば
、
昭
王
四
年
は

「
攻
封
陵
、
取
浦
反
」
翌

五
年

「
帰
蒲

反
」
と

い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
ま

た
昭
王
十

三
年

「
攻
伊
闕
」
翌
十
四
年

「
伊
闕
口
」

が
、
史

記
で
は
十
四
年
に
伊
闕
を
攻
め
た
と
す
る

(六
国
年
表
)
。
十
三
年

に
戦

端

が
開
か
れ
十
四
年
に
決
定
的
な
戦
争
に
な

っ
た
と
で
も
い
う

こ
と

で
あ

ろ
う

か
。空
白
の
年
次
も
あ

っ
て
、
昭
王

の
十
年
か
ら
十

一
年
に
は
何
ら
の
記
載
も
な

い
ゆ
し
か
し
史

記
に
よ
れ
ば
十

一
年
は
斉
韓
等

の
五

ケ
国
連
合

に
攻
撃

さ
れ
た

年

で
あ
り
、
ま

た
昭
王
三
十

八
年
の
項

に
は

「
關
輿
」
と

の
み
記

述

さ

れ

る

が
、

こ
の
時

は
趙
奢

に
よ

っ
て
秦

軍
が
閼
輿
に
お
い
て
大
敗
を
喫
し
た
年

で
も

あ

る

(秦
本
紀
)
。
秦

に
と

っ
て
不
面
目
な

こ
と
は
書

か
な

い
か
、

あ
る
い
は
あ

ら

わ
に
は
書
か
な
い
と
い

っ
た
配
慮

が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
以
上

の

例
は
す

べ
て
当
の
喜
な

る
人
物
の
生
ま
れ
る
前
の
事
件

で
、
簡
ま
た
粗
で
あ

っ

て
も
巳
む
を
得
な

い

一
面
も
存
し
よ
う
し
、
ま
た

こ
れ
で
史

記
の
記
述
の
幾

分

か

が
補

い
え
傍
証
と
な
り
う
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
で
多

と
す

べ
き
で
あ
ろ

う

。そ
ζ
で
経
歴
書

の
当
人
で
あ
る
喜

の

一
生
を
お
お
ま
か
に
辿

っ
て
み
よ
う
。

彼

は
昭
王

の
四
十
五
年
十
二
月
鶏
鳴

の
時
、

つ
ま
り
早
朝
に
生
ま
れ
る
。
す
で

に
昭
王

二
十
九
年

に
は
、

こ
の
地
域
は
南
部
に
設
置

さ
れ

て
い
る
か
ら
、
恐
ら

く
出
生

の
土
地
も
安
陸

で
あ

っ
た
ろ
う
。
翌

々
年

「
敢
産
」
と
あ
る
の
は
弟

の

誕
生

で
あ
ろ
う
。
五
十

三
年

の

「
吏
誰

(推
)
従
軍
」
は
、
彼
自
身
が

な

お
八

才
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、

当
然
父
親

の
従
軍
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る

い
は
父
親
も
地
方
吏
員

で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
十
六
年
正
月

に

「
遨
産

」
と
あ
る
。
二
弟

の
誕
生

で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
今
元
年
、
始
皇
帝
即
位

の
年
に

「
喜
傅
」
と
あ

る
の
は
、
十
五
才
で
成
年
男
子
と
し

て
の
登
録
を
果
し
た
、

つ

ま
り

一
人
前

の
租
税

の
対

象
者
と
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
年
八
月

「
喜
揄

史
」
と
は
、
整
理
小
組

の
釈
文
で
、
説
文
叙
か
ら
漢

の
尉
律

「学

橦
十

七
巳
上
、

始
試
、
諷
籀
書
九
千
字
、
乃
得
為
史
」
を
引
用
し

て
、

ζ
の
時
喜
が
十
七
才

で

文
書
関
係

の
吏
の
テ

ス
ト
に
合
格
し
、

そ
の
地

の
吏
と
な

っ
た
と
す
る

の
は
、

妥
当
な
見
解
と
患
わ
れ
る
。
か
く
し
て
喜

の
出
自
そ
の
も

の
も

一
応
の
学

問
を

修

め
ら
れ
る
程
度

の
階

層
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
翌
四
年

「
安
陸

口

(御
?
)
史
」
と
な
り
、

一
年
お
い
て

「
安
陸
令
史
」
に

転

じ
、
七

年

「
瑯
令

史

」
に
再
び
転
じ

て
い
る
。
こ
の
時
二
十

一
才

で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
令
史
あ
る

い
は
御

?
史

の
職
務
は
県
令

の
支
配
下
に
あ

る
地
方
採
用
の
文
書
関
係

の
吏

で

あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
時
期

に
秦
簡
中

の

「
為
吏
之
道
」
な
ど
が
記
録
暗
誦

せ

ら
れ

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

十

一
年
十

一
月

「
獲
産
」
と
あ

る
、
長
子
の
誕
生

で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く

こ
れ

以
前

に
結
婚
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
記
録
は
な

い
。
翌
十
二
年
、

四

月

「
治
獄
郡
」
と
あ
る
。
裁

判
関
係
の
業
務
に
転
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

秦
簡
中

の
法
律
文
書
と
り

わ
け

「
治
獄

程
式
」

「
法
律
答
問
」
な

ど

の

存

在

は
、
喜

の
こ
う
し
た
職
種
と
密
接
な
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う

。
し
か
し
そ

の
翌
年
に
は

「
従
軍
」
し
、
ま

た

鮒
年
お
い
た
十
五
年
に
も

「
従
平
陽
軍
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
始
皇
本
紀
十

三
年
に

「
桓
騎
攻
趙
平
陽
…
斬
首
十
万

」
、
十
四

年
に

「
攻
趙
軍
於
平
陽
、

取
宜
安
破
之
、
殺
其
将
軍
、
桓
騎
定
平
陽
武
城
」
と

あ
る
秦
の
趙
攻
略

に
喜

も
参
加

し
た
こ
と
を
示
そ
う

。
た
だ
史
記
で
は
十

四
年
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に
平
陽
攻
略
は
決
着

が
つ
い
て
い
る
か

の
如
く
記
述
し
て
い
る
が
、
趙
世
家
や

李
牧
伝
を
検
す
る
と
、
宜
安
で
桓
騎
は
趙

に
敗
れ
て
逃
走

し
た
こ
と
に
な

っ
て

い
て
、
梁
玉
縄

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ζ
の
間
の
記
述
は
牴
牾
し

て
斉

一
で
な

い
。
少

く
と
も
本
紀

の

「
取
宜
安
破
之
」

に
は
疑
問
が
あ

る
。
こ
う
考
え
る
と

「
編
年
記
」
の
十

五
年
に

「
従

平
陽
軍
」
は
、
本
紀
に
い
う
よ
う

に
十
四
年
に

す

べ
て
こ
の
地

の
戦

い
に
結
着

が

つ
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ヤ

マ
場

は

越
し

て
い
た
に
せ
よ
十
五
年

に
も
趙

と
の
戦

い
は
持

ち
こ
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ

に
喜
は
従
軍
し

た
、
と
本
紀
を
補

っ
て
読
ん
だ
方
が
良

い
よ
う

で
あ
る
。

十
六
年
に
は

「
公
終
」
、
父
の
死

に
際
会
し
、

ま
た
こ
の
年

「
自
占
年
」
、

本
紀
に
い
う
と

こ
ろ

の

「
初
令
男
子
書
年
」

に
よ

っ
て
年
令
を
登

記

し

て

い

る
。
す
で
に
始
皇
元
年
、
喜
十

五
才

の
時
に

「
喜
傅

」
登
録
し
た
わ
け

で
あ
る

か
ら
、

こ
の
た
び

の
登
録
は
、

一
種

の
国
勢
調
査
的
な
意
味
を
も

つ
も

の
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
十
八
年
正
月

「
恢
生
」
、

二
男
の
誕
生

。
そ

し

て

翌

十
九
年

「
口
口
口
口
南
郡
備
敬

(警
)
」
と
あ

る
。

「
備
警
」

の
語
は
警
戒
す
る
と

い

う
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
う
読

ん
だ
の
で
は
的
確
に
意
味

が
と
れ
な

い
し
、
前
例

の
記
述
と
も
合
わ
な

い
。
た
と
え
ば
十

一
年

の

「
治
獄

郡
」
は
、

「
郡

の
地
で

治
獄
の
吏

と
な

っ
た
」
意
な
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
場
合

で
も

「
南
部
を
備
警

す
る
吏
と
な

っ
た
」

の
意
で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
備
敬
、
要
す

る
に
こ
の
地

の
警
備
主

任
、
治
安
に
責

任
の
あ
る
地
位

に
つ
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う

。

こ
れ
を
職
種
と
す
る
と
、

こ
れ
が
彼

の
官

界
に
お
け
る
最
後
の
地
位
と

い
う

こ

と
に
な
る
。
三
十
年
の
死

に
至
る
ま
で
こ
の
地
位

に
止
ま

っ
て
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
二
十
年
七
月

「
甲
寅
口
終
」
は
、

先
き

の

「
公
終
」

の
例
か
ら
母
親

の
死
を

伝
え
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
、
秦

簡
中

の

「
南
郡
守
騰
文
書
」
が

ム
ま
 

公
布
さ
れ
る
。
や
が
て
始
皇
二
十
六
年
に
斉
王
建
が
虜
と
さ
れ
て
戦
国
の
世
は

終
り
、
秦
の
統

一
を
迎
え
る
。
こ
の
年
、
喜
は
何

の
記
録
も
残
さ
な

い
。
二
十

七
年
八
月

己
亥
廷
食
の
時
、
と

い
う
か
ら
恐
ら
く
公
廷

で
の
会

食
の
折
り

で
あ

ろ
う
か

「
穿
耳
」
女
子
が
誕
生

す
る
。
翌
二
十
八
年
、
始
皇
巡
狩

。

「
今
過
安

陸
」
と
あ
る
の
は
、
本
紀

に
も

「
上
自
南
郡
由
武
関
帰
」
と
あ
る
の
に
照
応
す

る
。
こ
の
地

の
備
警

と
し

て
重
大
な
責

任
の
か
か
る
時
期

で
あ

っ
た
ろ
う
し
、

彼

の
人
生

の

ハ
イ
ラ
イ
ト
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。
二
十
九

・
三
十
年
を
空
白
に
し

て

「
編
年

記
」
は
終
る
。
年
紀

四
十
五
歳

。

以
上
、
喜

の
生
平
を

「
編
年
記
」

の
記
録
を
追

っ
て
み
て
き
た
わ
け
で
あ

る

が
、
本
来
記
録
そ
の
も

の
が
心
覚

え
の
域
を
出
な

い
も

の
で
あ
る
た
め
に
具
体

的
な
内
容

は
と
う

て
い
知
り
え
な

い
憾
み
を
残

す
が
、

こ
れ
が
個
人

の
潤
色
さ

れ

る
こ
と
の
な

い
同
時
記
録

で
あ

る
限
り
に
お
い
て
貴
重
な
も

の
で
あ

る
こ
と

に
変
り
は
な

い
。
そ
し
て

「
編
年
記
」
を
通
じ
て
彼
に
と

っ
て
記
録
す

べ
き
重

要
な

こ
と
は
出
生

・
任
官

・
転
勤

・
従
軍

・
子
供

の
誕
生

・
父
母

の
死
と

い

っ

た
彼

及
び

一
家

の
こ
と
に
あ
く
ま

で
中
心
が
あ
り
、

こ
の
彼

及
び
家

の
記
録

の

周
辺
に
国
家
的
な
事
業
や
事
件
、
た
と
え
ば
戦
争

・
名

将
の
死
な
ど
が
記
憶

の

時
間
に
刻
み
目
を

つ
け
る
か
の
よ
う
に
布
置
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
始
皇
二
十

六
年
、
都

咸
陽
が
天
下
統

一
の
完
成

に
湧
き
か
え
り
、
ま
た
そ
の
後

の
政
治
体

制
論
議
が
活

溌
で
あ

っ
た
り
、
以
後

の
事
業
が
や
か
ま
し
く
論
議
さ
れ

て
い
て

も
、

一
地
方
官
と
し

て
の
彼

の
歴
史
に
と

っ
て
は
画
時
代
的
な

意
味
を
も
た
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
待
望

の
女
児
の
誕
生

こ
そ
記
録
に
価
し
た
わ
け

で

あ
ろ
う
。
後
世

の
歴
史

に
輝
く
皇
帝

の
時
代
に
生
き

か
つ
そ

の
官
僚

で
あ
る
彼

に
皇
帝
が
実
感

と
し

て
存
在
す
る
の
も
、

「今

過
安
陸

」
そ
の
折
り
の
こ
と
だ

け
で
あ

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
「編
年
記
」
の
末
尾
は

そ
の
よ
う
に
読
め
る
。

こ
う

い
う
点
で
、

「
為
吏
之
道
」
が
官
僚
と
し
て
の
外

に
向

っ
た
あ
り
様
を
説

い
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「編
年

記
」
は
よ
り
多
く
個
人
的
家
族
的
な
内
に
向
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う

記
録

で
あ
る
と

こ
ろ
に
対
照
的
な
面
を
も

っ
て
い
る
。

た
だ
本
来
き
わ
め

て
個
人
的
な
径
歴
書

で
あ
る
に
し

て
も
、
そ

の
記
述
の
中

か
ら
当
時

の
末
端
の
政
治
の
機
構

が
か
な
り
制
度
的

に
も
整
備
さ
れ
安
定
的
か

つ
有
効
的

に
機
能
し

て
い
る
こ
と
は
推
知

さ
れ
る
。
十
五
才
で
の
丁
男
と
し

て

の
登

記
、
十
七
才
で
の
地
方
官
僚
採

用
試
験
、
任
官
そ
し
て
転
勤
昇
進
、
従
軍

ま

た
官
僚

へ
の
復
職
と
い
う
よ
う
に
。
当
然

の
こ
と
経
済
生
活
も
経
歴

・
累
官

に
応
じ

て
保
証
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

「
編
年
記
」
と
と
も

に
発
見

さ
れ

た

「
為
吏

之
道
」
は
ま
さ
に
吏

道
心
得
と
で
も
い
う

べ
き
も

の

で

あ

る

が
、

そ
こ
で
は
、
実
際
行
政
に
携
わ

る
者

は
、
上
に
忠
順

下
に
温
良
、
事
務
能

力
を
み
が
き
欲
望
に
節
度
を
保

て
と
い
い

つ
つ
、
言
と
謀
と
財
と

に
慎
重
で
あ

れ
ば
、
官
僚

と
し

て
の
身
分
も
保
証

さ
れ
、
か

く

し

て

経
済
生
活
も
安
定
す

る
、
と
説
く

。
そ
し

て
恐
ら
く

こ
の

「
為
吏
之
道
」
に
説

く
功
利
的
な
官

僚
心

得
は
、
実

は
そ
の
ま
ま
現
実

の
地
方
官
僚

の
生
活
感
や
生
活

の
実
態
に
通
ず
る

も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
編
年
記
」
を
も
含
め
た
い
わ
ゆ

る
雲
夢
秦
簡
が
発
掘

さ
れ

た
湖
北
雲
夢
睡

虎
地

は
、

こ
の
地

の
集

団
墓
地

で
あ

っ
た
ら
し
く
、
大
小
十

二
座

の
墓
が
存
在

し
て
い
る
。

そ
し

て
ζ
れ
ら
の
墓
か
ら
は
、
漆
器

・
銅
器

。
木
器

・
竹
や
鉄
製

品
等

三
百
余
件

の
随
葬
品
が
出
土
し

て
い
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
墓
に
よ

っ

て
そ
の
物
件
も
数
量
も
異
る
が
、
た
と
え
ば
最
大

の
九
号
墓
か
ら
は
お
よ
そ
七

十
件

で
、
三
号

・
七
号

・
十
三
号
墓
は
四
十
件
、

そ
の
他
は

ひ
と
し
く
二
十
件

ほ
ど

で
あ
る
。
最
大

の
九
号
墓

の
随
葬
品

の
内
容

は
昭
車

・
木
馬

・
多
く

の
漆

器

で
あ
る
。
そ
し
て
喜

の
墓
と
思
わ
れ
る
十

一
号
墓

の
随
葬

品
も
竹
簡
以
外
に

お
よ
そ
七
十
件
、
漆
器

が
大
部
分
で
少
■

の
銅
器
陶
器
を
含
み
、
昭
車
木
足
泥

(
5
)

馬
も
あ
る
。
当
時
漆
器

が
高
価

で
贄
沢
品
で
も
あ
り
、
車

馬
ま
た
然
り
で
あ
る

と
す
る
と
、
九
号
墓

の
主
人

の
社
会
的
地
位
は
か
な
り
高
い
も
の
で
、

こ
れ
と

殆
ん
ど
等
し
い
随
葬
品
を
も

つ
十

一
号
墓

の
主
人
、

恐
ら
く
喜

の
杜
会
的
地
位

な
ら

び
に
経
済
力
も
、
等
し
く
か
な
り
に
高
い
も

の
で
あ

っ
た
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
睡
虎
地

の
こ
の
辺
り

一
帯
が
界
隈

の
地
主
た
ち
の
集

団
墓
地

で
あ

り
、

そ
の
中
で
最
大

の
地
主
で
あ
る
九
号
墓
主
人
と
匹
敵
す
る
階
層

に
喜
も

い

た
と

い
う

こ
と
で
あ
ろ
う

。

一
般
的
な
評
価
か
ら
す
れ
ば
九
号
墓
主
人
も
中
地

主

に
組
み

こ
ま
れ
る
程
度

で
あ
ろ
う
が
、
少
く
と
も

こ
れ
と
匹
敵

す
る
随
葬
品

を
有
す
る
喜
も
、
元
来
が
、
地
方
採

用
の
い
わ
ば

ノ
ン
キ

ャ
リ

ア
官
僚
と
し

て

は
、
当
時
に
お
い
て
望
み
う

べ
き
最

高
位

に
近

い
と

こ
ろ
ま

で
昇
進

し
た
人
物

で
あ

っ
た
ろ
う

。

三

昭
王

五
十

二
年
の
項

に

「
王
稽
張
禄
死
」
と
あ
る
。
こ
の
条

の
釈
文
に

「
王

稽
、
秦
河
東
守
、
張
禄

即
秦
相
范
雎
、
均
見

「
史
記
范
唯

蔡
沢
列
伝
』
、
簡
文

記
范
睚
死
干
此
年
、
不
見
于
史
籍
」
と
指
摘
す
る
。
王
稽

の
死
は
范
雎
伝
に
も

記
す
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
張
禄
す
な
わ
ち
范
唯
の
死

は

「
編
年
記
」

の
こ
の
記

録

に
よ

っ
て
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

。

史

記
の
范
唯
伝
に
よ
る
と
、
も
と
も

と
彼
は
魏

人
で
字
を
叔
と

い
う
。
は
じ

め
魏

の
中
大
夫

の
須
賈

に
仕

え
、
須
頁
に
従

っ
て
斉

に
使

い
し
た
お
り
、

国
家

の
秘
密
を
洩
ら
し
た
と
の
嫌
疑
を
う
け
帰
国
後
笞
打

ち
の
刑

に
処
せ
ら
れ
、

厠

中

に
放
置
さ
れ
て
凌
辱

さ
れ
る
。
唯
は

監
視

人
に
己
れ
を
死
人
扱

い
に
し
て

こ

こ
か
ら
救
け
出
し
て
く
れ
と
頼
み
、

よ
う

や
く
脱
出
す
る

こ
と
が
で
き

た
。
こ

の
彼
を
匿

っ
た
の
が
魏
人
鄭
安
平
で
あ

っ
た
。
范
雎
は
そ

こ
で
名
姓
を
張
禄
と

改
め
た
。
こ
の
と
き
秦
の
昭
王
の
使
者
と
し

て
謁
者
王
稽
が
魏
に

や

う

て

き

た
。
張
禄

は
鄭
安
平
の
工
作

で
王
稽
に
会

い
、

王
稽

ま
た
張
禄

の
才
を
見
抜

い

て
同
道
し

て
秦
に
帰

っ
た
。
時

に
秦
国
は
、

太
后

及
び
昭
王

の
外
戚
穣
侯

・
華
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陽

君
、
又
同
母
弟
の
徑
陽
君

・
高
陵
君
ら
が
権
勢
を
専
ら
に
し
て

「
以
太
后
故

私
家
富
重
於
王
室
」
ほ
ど

で
あ

っ
た
。

こ
の
状
況
を
張
禄
は
上
書
し

て
昭
王

の

蒙
を
啓
き
、
自

ら
は
客
螂

の
地
位
を

え
、

や
が
て
軍
事
の
相
談

役
の
地
位

に
昇

り
、
太
后
グ

ル
ー
プ
を
放
逐
し
て

つ
い
に
宰
相
位
に

つ
き
応
侯
を
号
す
る

こ
と

と
な

る
。
時
に
昭
王
四
十

一
年
の

こ
と
で
あ
る

。

応

侯
張
禄
は
、
か

つ
て
彼

の
危
急
を
救

っ
た
鄭
安
平
を
将
軍
に
、
王
稽
を
河

東
守

へ
と
抜
襯
し
、
あ
わ
せ
て

「
散
家
財
物
、
尽
以
報
所
嘗
困
閉
者
」

「
一
飯

之
徳
必
償
、
睚
眦
之
怨
必
報
」
と
い
う
。

さ
て
、
昭
王
五
十
年
に
昭
王
は
応

侯
の
謀
議
を
用
い
て

「
縦
反
間
売
趙
」
、

「
大
破
趙
於
長
平
、

遂
囲
邯
鄲
」

こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
は

「
編
年

記
」

に
も

同
年

に

「
攻
邯
単
」

と
あ
る
と
お
り

で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
こ
の
時
に
昭
王
と
武

安
君
白
起
と
の
間
に
ト
ラ
ブ

ル
が
あ

っ
て
、
先
き
の
鄭
安
平

が
白
起

に
代

っ
て

将
と
な
り
趙

を
討

つ
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
鄭
安

平
は
逆

に
趙
軍

に
包
囲
さ

れ

「
兵
二
万
を
以
て
降
る
」
惨

め
な
結
果
を
将
来
し
た
。
当
時

の
秦

の
法

で
は

「
任
人
而
所

任
不
善
者
、
各
以
其
罪
罪
之
」

こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
鄭
安
平

の

推
悗
者

で
あ

る
応
侯

の
罪
も
当
然
問
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、

そ
れ
は

「
当
収

三
族
」
の
重

罰
に
該
当
し
た
。
昭
王
は
自
ら
深
く
信
任
す
る
応

侯
の
こ
と
と

て

「
恐
傷
応

侯
之
意
、
乃
下
令

国
中
、
有
敢
言
鄭
安
平

事
者
、
以
其
罪
罪
之
」

こ

と
と
し
、
臣
下

に
厳

重
な
口
封
じ
を
行
い

つ
つ

一
方

で
は

「
加
賜
相
国
応
侯
食

物
、

日
益
厚
、
以
順
適
其
意
」
と
い
う
慰
撫
を
行

っ
て
い
た
。

悪

い
事
は
重
な
る
も
の
で
、

こ
の
二
年
後
、

つ
ま
り
五
十
二
年
、

「
王
稽
為

河
東
守
、
与

諸
侯
通
、
坐
法
誅
」
と
あ
る
。
そ
の
前
文

に
も
彼
は
河
東
守

と
な

り
な

が
ら

「
三
歳

不
上
計
」
と
あ
る
。
王
稽

と
ど
の
諸

侯
が
通
じ
た
の
か
も

不

明

で
あ
る
が
、
彼

の
治
績
は

「
三
歳
不
上
計
」
と
も

い
わ
れ
る
よ
う
に
も
と
も

と
問
題

が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
く
し
て
ひ
き
続

い
て
年
来

の
二
人

の
い

ま
や
腹

心
と
も
い
う

べ
き
仲
間

に
裏
切
ら
れ
た
応

侯
は

「
日
に
益
ま
す
以
て
懌

ぱ
ざ

る
」
懊
悩
の
連
続

で
あ

っ
た
。
昭
王
は
意
気
消
沈
す

る
応
侯
を
さ
ら
に
鼓

舞

し
激
励
す
る
。

「
夫

れ
物
素
よ
り
見
え
ざ
れ
ば
卒

に
応
ず

べ
か
ら
ず
。
今
武

安

君
既

に
死
し
て
鄭
安
平
ら
畔
く
。
内
に
良
将
な
く
し

て
外

に
敵

国
多

し
。
吾

れ
こ
こ
を
以

て
憂
う
」

と
。
応
侯
よ
あ
な
た
だ
け
が
今
や
頼
り
な
の
だ
か
ら
元

気

を
恢
復
し

て
く
れ
と
の
意

で
あ

る
。

「
応
侯
慳
れ

て
出
だ
す
所
を
知
ら
ず
」

と
は
、
昭
王

の
こ
と
ば

に
感
激
す
る
応
侯
の
心
そ
の
も

の
を
伝
え
て
い
よ
う
。

史
記

の
范
睚
伝
は
、
実
は

こ
こ
で
終

る
と
し

て
よ

い
。

こ
れ
よ
り
後

の
文
章

は
、
む
し
ろ
蔡
沢
の
伝

で
あ
る
。

つ
ま
り
蔡
沢
は

「
聞
応
侯
任
鄭
安

平
王
稽
、

皆
負
重
罪
於
秦
、
応

侯
内
慙
」

「
乃
西
入
秦
」
、

そ
ζ
で
今
や
落

ち
目
の
応

侯

に
と

っ
て
代

っ
て
相
と
な
る

の
は
私
だ
と
売
り

こ
み
、
応
侯
と
対

談
す
る
機
会

を

つ
か
む
。
主

意
は
、

い
ま
や

「秦

之
欲
得
矣
、
君
之
功
極
矣
」
、

ζ
の
時

に

当

っ
て
身
を
退
ぞ
か
な
け
れ
ば
商
君
白

公
呉
起
大
夫
種
ら
と
同
様

の
悲
惨
な

運

命
を
辿

る
こ
と
に
な
ろ
う
ゆ
え
、
い
ま
の
時
期

に
相
印
を
帰
し
て
賢
者

に
席
を

譲

る
に
し
く
は
な
い
、
と

い
う
に
あ
る
。
応
侯
は
彼
の
意
見
に
同
意

し
て
、
彼

を
上
客

に
迎
え
、
折
を
見

て
昭
王

に
引
き
合
わ
せ
る
。
や
が
て
蔡
沢

は
客
卿
と

な
り
、
ま
も
な
く
応
侯
は

「病

篤
」
と
称

し
て
辞
任
を
許
さ
れ
る
。

代

っ
て
蔡
沢
が
望

み
ど
お
り
秦
相

の
地
位
に

つ
く
。
考
証

で
梁
玉
縄

は
、
昭

王

五
十

二
年

の
こ
と
と
す
る
。

以
上
は
史
記
范
唯
蔡
沢
列
伝
か
ら
そ

の
大
要
を
み
て
き
た
わ
け
で
あ

る
が
、

史

記
の
粉
本
と
な

っ
た
も

の
は
恐
ら
く
戦
国
策
秦
策
下

の
部
分
で
あ
る
。
秦
策

と
史
記
の
伝
と
は
お
お
か
た
は

一
致
し
、
と
り
わ
け
蔡
沢

の
部
分
は
ほ
と
ん
ど

秦
策
に
等
し
い
。

た
だ
秦
策

に
存
し
て
史
記

に
な
い
も
の
も

あ
り
、

そ
の
部
分

に
よ

っ
て
史

記
を

さ
ら

に
補

づ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

で
あ
る
。

た
と
え
ば
史
記
は
昭
王

と
応
侯
と
の
関
係
を
終
始
緊
密

で
そ
の
信
頼
関
係
は

一
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揺
ぎ
な
い
も

の
の
如
く
記
述
す
る
。
し
か
し
寨
策

で
み
る
限
り
そ
う
と
ば
か
り

は

い
え
な
い
。
昭
王
五
十
年

の
鄭
安
平
が
邯
鄲
を

攻
め
て
逆

に
包
囲
さ
れ
趙
に

降

っ
た
事
件

の
時
、
も

と
よ
り
推
翰
者

の
応
侯
も

そ
の
責
任
を
問
わ
れ
苦
窮

に

立

た
さ
れ

て
い
た
。
と

こ
ろ
が
こ
の
戦
い
に
は
い
ま

一
人

の
友
人
で
も
あ
る
王

稽
も

一
方

の
将
と
し

て
参
加

し
て
い
た
。
彼

は
す

で
に
十
七

ケ
月
も
邯
鄲
を
包

囲
し
な
が
ら
下
す

こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
ん
な
折
り
部
下

の
荘
と
い
う
者

が
王

稽

に
い
う

。

「
君
何
ぞ
軍
吏
に
賜
わ
ら
ざ
る
」
戦

い
に
倦

み
疲
れ
た
軍
吏
を
慰

労
せ
よ
と
の
勧
告
で
あ
る
。
王
稽
は

こ
れ
を
拒
否
し
た
。
部
下

へ
の
思

い
や
り

を

欠
い
た
王
稽
に
対

し
て
部
下

の
反
感
は
増
幅
さ
れ

「
軍
吏
窮
し
、
果

し
て
王

稽

・
杜
摯
を
悪
む
に
反
を

以
て
す
」
王
稽
と
副
官

と
は
反
逆
を
企

て
て
い
る
と

密
告
す

る
事
態
に
ま
で
進
展
し

た
。
昭
王
は

こ
れ
を
聞
く

と
激
怒
し

て

「兼

ね

て
范
唯
を
誅
せ
ん
と
欲
す
」
と

い
う
。

こ
の
こ
と
を
知

っ
た
応
侯
は
、
自

殺
の

た
め

の
薬
の
下
賜
を
乞

い
、
併
せ

て
相
国
の
礼
で
葬
儀
を
行
う

こ
と

に
よ

っ
て

昭
王
の
面
目
を
も

立
て
た
い
と
願

い
出
る
。
結
局

は
軍
吏

に
よ
る
誣
告
あ
る
い

は
証
拠
不
十
分
と
い
う

こ
と

で
あ

っ
た

の
か
、

こ
の
件

で
の
訣
罰
は

ま

ぬ

が

れ
、

昭
王
ま
た

「
弗
殺
而
善
遇
之
」
と

い
う

(素
策
下
)
。

こ
こ
で
注

意
さ
れ
る

こ
と
は
、

こ

の

二

年

後

つ
ま
り
五
十

二
年
に
王
稽

は

「
与
諸

侯
通
、
坐
法
誅
」

さ
れ

て
い
る

こ
と
で
あ

る
。
史
記

で
は

こ
の
後
も
応

侯
は
昭
王
に
信
頼

さ
れ
慰
撫
さ
れ
た
と
あ

っ
て
、
蔡
沢
と

の
物

譜
り
に
続

く
の

で
あ

る
が
、
秦
策
か
ら
知
ら
れ
る
昭
王
の
激

怒
、
王
稽
や
鄭
安
平
事
件
の
不
仕

末

の
応
侯
に
か
か

る
貴
任
等
を
考
え
る
と
、

必
ず
し
も
史
記

の
伝
に

い
う
と
お

り

か
ど
う
か
疑
問

が
も

た
れ

て
く
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
王
稽

の
処
分
さ
れ
た
年

に
蔡

沢
と
の
政
権
交
代
も
存
し
た
わ
け
で
、

そ
れ
は
実
際
に
は

五
十
年

の
邯
鄲

の
戦

い
の
頃
か
ら
応
侯

の
立
場
は
微
妙
な
も
の
と
な

っ
て
い
た
と
考
え
る
方

が

自
然
な

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

「
編
年
記
」
は
五
十
二
年

に

「
王
稽
張
禄
死
」
と
記
述
す
る
。
問

題
は
、

こ

の
簡
単
な
記
述
の
仕
方

に
あ

る
よ
う

で
あ
る
。
史

記
及
び
寨
策

の
蔡
沢

の
話
か

ら
す
れ
ば
、

二
人
が
こ
の
年

に
死
ん
だ
と
し

て
も
、
そ

の
死
は
少

く
と
も
時

間

を
隔

て
た
も

の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少

く
と
も
別
件

の
死
で
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
。

「
編
年
記
」
に
は
父
母
の
死

の
ほ
か
他

に
二
条
ほ
ど
死

の
記
録
が
あ

る
。
始

皇

の

二

十

一
年

「
韓

王
死
昌
平
君
居
其
処
有
死
口
属
」
と

二
十
三
年

「
口
口
守
陽
口
死

四
月
昌
文
君
死
」

で
あ

る
。
こ

れ

ら

は
韓
王
と
昌
平
君

の

死
、

ま
た
口
口
守
陽
口
の
死
と
昌
文

君

の
死

と
い
う
よ
う

に
、
前
条
は

二
十

年

の

「韓
王
居
口
山
」
も
考
え
る
と
場
所

や
状
況
を

記
し
、
後

の
も

の
は
、
四
月

と
月
を
入
れ
る
こ
と

で

「
口
口
守
陽
口
死
」
と
昌

文
君
の
死
と
が
異

っ
た

日
時

で
あ
る

こ
と
を
示
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
人
々
の
死
は
記
録
者

で
あ
る
喜

に
と

っ
て
重
大
な

こ
と
と
意
識
さ
れ
た
か
ら

こ
そ
筆

に
止

め
ら
れ

た
わ
け
で
、
同
様

に
王
稽
張

禄
の
死
も

シ

ョ
ッ
キ

ン
グ
な
情
報

で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で

も
し
王
稽

と
張
禄

と
が
別

の
日
時
に
全
く
別
様

の
死
に
方
を
し
た
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
果
し

て

「
王
稽

張
禄

死
」

と
い
う
記
述

の
仕
方
を
し

た
の

で
あ
ろ
う
か
。
わ
ず
か
二

つ
の
死
の
記
事
か
ら
類
推
す
る
に
は
無
理
も
存
し
よ

う
が
、
も

し
全
く
別
個

の
死

で
あ

っ
た
な
ら
ば

「
王
稽
死
○
月
張
禄
死
」
と
い

っ
た
記
述
に
な

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
編
年
記
」
に
は

ま

こ
と
に
さ
り
げ
な
く

「
王
稽
張
禄

死
」

と
書

か
れ
る
の
は
、

こ
の
二
人

が

一

連

の
事
件

の
下
で
処
刑

さ
れ
、
た
と
え
時

日
の
多
少

の
隔

た
り
は
あ

っ
た
と
し

て
も
、
あ
く
ま
で
根
は

一
つ
の
事
件

と
し
て
、
喜

の
脳
裏

に
二
人

の
死
が
思

い

浮
か

べ
ら
れ
た
か
ら

の
こ
と
で
は
な

い
で
あ

ろ
う

か
。

張
禄
す
な

わ
ち
応
侯
范
雎

の
死
の
年

が
こ
の

「
編
年

記
」

に
よ

っ
て
は
じ
め

て
確
認
さ
れ
た
わ
け

で
、
そ
れ
だ
け
で
も

こ
の
記
録
を
多

と
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
の

で
あ
る
が
、

い
ま

一
つ
の
面
で

こ
の

「
編
年

記
」

が
潤

色
す

る
必
要

の
ま

っ
た
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く
な
い
事
実

記
録
で
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
か

え

っ
て
史
記
及
び
戦
国
策

の
ふ

く
ら
ん
だ
記
述

以
上

に
王
稽
張
禄
の
二
人
の
死

が
同

一
事
件
に
よ
る
も

の
で
あ

る

こ
と
を
説
得
的

に
示
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
、

四

「編
年
記
」
の
始
皇
二
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
か
け
て
次
の
よ
う
な
記
録
が

あ
る
。
二
十
年

七
月
甲
寅
口
終

韓
王
居
口
山

む

ロ

む

二
十

一
年

韓
王
死

昌
平
君
居
其
処

有
死
[
属

二
十
二
年

攻
魏
梁

 

む

ロ

ニ
十
三
年

興
攻
荊

ロ
ロ
守
陽
口
死

四
月
昌
文
君
死

〔二
十
四
年
〕
ロ
ロ
ロ
王
口
口

o
印
を
附
し
た
昌
平
君
昌
文
君
と
あ
る
人
物
に
つ
い
て
史
記
始
皇
本
紀
九
年

の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

九
年
…
…
長
信
侯
毒
作
乱
而
覚
、
矯
王
御
璽
及
太
后
璽
、
以
発
県
卒
及
衛
卒

ゆ

む

 

ロ

こ

ご

む

官
騎
戎
霍
君
公
舎
人
、
将
欲
攻
斬
年
宮
為
乱
、
王
知
之
、
令
相
国
昌
平
君
昌
文

む君
発
卒
攻
毒
、
戦
咸
陽
、
斬
首
数
百
、
皆
拝
爵
、
及
宦
者
皆
在
戦
中
、

亦
拝
爵

一
級
、
毒
等
敗

走
。

こ
の
部
分
の
索
隠

に

「
昌
平
君
、
楚
之
公
子
、
立
以
為
相
、
後
徙
於

郢
、
項

燕
立
為
荊
王
、
史
失
其
名
、
文
君
名
亦
不
知
也
」

と
い
う

。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に

補
う
も
の
と
し
て
始
皇
本
紀

の
次
の
記
述
が
あ

る
。

む

 

ロ

む

む

む

二
十

一
年

王
賁
攻
薊
…
…
、
王
翦
謝
病
老
帰
、
新
鄭
反
、
昌
平
君
徙
於

郢

二
十

二
年

王
賁
攻
魏
…
…
、
其
王
請
降
、
尽
取
其
地

。

二
十

三
年

秦
王
復
召
王
翦
彊
起
之
、
使
将
撃
荊
、

取
陳

以
南
、
至
平
輿
、

む

ロ

む

む

む

む

む

む

 

む

む

む

ロ

む

む

ご

む

虜
荊
王
、
秦
王
游
至
郢
陳
、
荊
将
項
燕
、
立
昌
平
君
為
荊
王
、
反
秦
於
淮
南
。

ご

む

む

む

む

む

ロ

む

む

二
十

四
年

王
荊

・
蒙
武
攻
荊
、
破

荊
軍
、
昌
平
君
死
、
項

燕
遂
自
殺
。

史
記
の
以
上
の
記
述
を
昌
平
君
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
る
と
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
な

る
。
昌
平
君
は
①
も
と
楚

の
公
子
で
あ
る
。
②

つ
と

に
秦
に
遊
び
、
始

(
4
)

皇
九
年

の
乱
に
は
相
国

呂
不
韋
、
恐
ら
く
は
弟

で
あ
ろ
う
昌
文
君
と
と
も
に
咸

陽
に
戦
功
を
立
て
る
。
③

の
ち
始
皇
二
十

一
年
に
楚

の
旧
都

で
あ
る
郢
に
徙

っ

た
。
④

そ
の
翌
々
年
楚

の
将
項
燕

に
推

さ
れ
て
秦
虜
と
な

っ
た
楚

王
の
後
を
う

け
て
王
位
に
即
き
淮
南

に
反
秦
軍
を
組
織

し
た
。
⑤
し
か
し
翌

二
十

四
年
秦

の

猛
攻
を
う
け
て
楚
軍
は
敗
退
し
、
昌
平
君
死
し
ま

た
項
燕
も
自

殺
し
た
。

と
こ
ろ
が
史
記
の
楚
世
家
を

こ
れ
と
比
べ
て
み
る
と
右
の
年
次
次
第

と
は
大

分
く

い
違
い
が
あ
る
。

王
負
芻
元
年

燕
太
子
丹
使
荊
軻
刺
秦

王

(始
皇
二
+
年
)

二
年

秦
使
将
軍
伐
楚
、
大
破
楚

軍
、
亡
十
余
城

(始
皇
二
+

一年
)

三
年

秦
滅
魏

(始
皇
二
+
二
年
)

ロ

ロ

む

サ

リ

む

む

ロ

む

む

四
年

秦
将
王
翦
破
我
軍
於

斬
、
而
殺
将
軍
項
燕

(始
皇
二
+
三
年
)

む

 

む

ゆ

む

五
年

秦
将
王
翦

・
蒙

武
、
遂
破
楚
国
、
虜
楚
王
負
芻
、
滅
楚
、
名
為
楚

郡

一云

(始
皇
二
十
四
年
)

ζ
れ
に
よ
る
と
楚
将
項

燕
は
二
十

三
年

に
は
敗
死
し
て
い
る
わ

け
で
、

こ
れ

は

こ
の
地
を
攻
略
し
た
王
翦
の
伝

で
も

「
大
破
荊
軍
、
至
斬
南
而
殺
其
将
軍
項

燕
、
荊

兵
遂
敗
走
…
…
、
歳
余
、
虜
荊
王
負
芻
」
と
あ
る
か
ら
王
負
芻
四
年
、

始

皇
二
十

三
年

の
項
燕
の
死
は
確
実

で
、

そ
れ
か
ら

「
歳
余
」

一
年
余
り
し
て

負
芻
が
二
十

四
年

に
虜
と
さ
れ
た
と

い
う

こ
と

で
あ
ろ
う
。

史
記
の
内
部

で
の
こ
う
し
た
時
間
的
な
ず
れ
は
、

つ
と
に
梁
玉
縄

に
気
づ
か

れ
て
い
、
始
皇
本
紀
二
十
三

・
四
年

の
条

は
以
下

の
よ
う
に
書
き
改

め
る
べ
き

だ
と
主
張
す
る
。

二
十

三
年

秦
王
復
召
王
翦
彊
起
之
、
使
将
撃
荊
、
取
陳
以
南
、

至
平
輿
、
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ロ

む

め

む

む

む

む

む

む

ゆ

殺
項
燕
、
秦
王
蝣
至
郢
陳
、
荊
将
立
昌
平
君
爲
荊
王
、
反
秦
于
江
南
。

ロ

 

む

む

む

ロ

 

む

二
十

四
年

王
翦

・
蒙
武
攻
荊
破
荊

軍
、
虜
荊
王
、
昌
平
君
自
殺

。

(始
皇
本
紀
二
十
四
年
の
条
考
証
)

梁
玉
縄
の
い
う
よ
う
に
改
訂
す
れ
ば
、

た
し
か

に
楚
世
家
や
王
翦
伝

と
の
辻

褄
も

あ
い
、
始
皇
本
紀
二
十
五
年

の

「
王
翦
遂
定
荊
江
南
地
、
降
越
君
、
置
会

稽

郡
」
の
記
述
に
障
害
な
く
結
び

つ
く

こ
と
と
は
な

る
。
し
か
し

こ
こ
に
も
問

題
が
な

い
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
始

皇
二
十
三
年

は
王
負
珊

の
四
年

で
あ
り
、

王
負

芻
が
な
お
健
在
中
に

「
荊
将
立
昌
平
君
為
荊
王
、
反
秦
于
江
南
」
、

つ
ま

り

二
人
の
楚
王

が
出
現
し

て
し
ま
う

こ
と
に
な

る
。
ζ
の
点
を
ど
う
考

え
た
ら

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か

。

始

皇
の
二
十

三
年

に
荊
将
項

燕
、

あ
る
い
は
楚

の
誰
か
が
、
昌
平

君
を
立
て

て
荊
王
と
し
反
案
軍
を
組
織
し
よ
う
と
し
て
も
、
実
は

こ
の
年

に
は
昌
平

君
は

す

で
に

こ
の
世

の
人

で
は
な
い
。

こ
の
章
の
冒
頭

に
掲
げ

た

「
編
年
記
」
二
十

一
年
の
条

に

「
昌
平
君
居
其
処
、
有
死
口
属
」
と
あ
る
と
お
り

で
あ
り
、
し
た

が

っ
て
本
紀
二
十

四
年

の

「
昌
平
君
死
」
も
ま

た
あ
り
え
な

い
。
昌
文

君
ま
た

二
十
三
年

「
四
月
昌
文
君
死
」

で
あ
る
か
ら
該
当
し
な

い
。

つ
ま
り
史
記

に
い

う
江
南

の
反
秦
組
織
は

い
ま
や
非
実
在

の
人
物
を
頭
領

と
す

る
と

い
う

こ
と
に

な
る
。
た
だ
史
記
と
て
全
く
根
拠

の
な

い
話
を
捏
造
し
て

こ
こ
に
挿
入
し

た
わ
け
で

は
な
か
ろ
う
ζ
と
は
、

二
十
五
年

の
条

「
王
期
遂

定
荊
江
南
地
、
降
越
君
置
会

稽
郡
」

の
正
義

に

「
楚
威
王

巳
滅
、
其
余
自
称
君
長
、
今
降
秦
」
と
あ

る
よ
う

に
、

地
域
的
な

抵
抗
は
当
然
予
想

さ
れ
る
わ
け
で
、

そ
う
し

た
勢
力

の

一
つ
と

し
て
昌
平
君
が
活
動
し

た
と

い
う

よ
う
な
伝
承
を
引
き

つ
い
で
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
元
来

「
楚
雖

一三
只

亡
秦

必
楚
也
」

(項
羽
本
紀
)

と

い
わ
れ
る
ほ
ど
反
秦

感
情

の
強

い
土
地
柄

で
も

あ

っ
た
わ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

昌
平
君
が
何
ら
か
の
形
で
ζ
の
時
期

に
秦
楚

両
国
に
関

わ
り
合

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考

え
さ
せ
る
の
は
、
か

つ
て
始
皇
初
期

に
大
功

の
あ

っ
た
楚

の
公
子

昌
平
君
が
、
本
紀

に
い
う

よ
う
に
二
十

一
年

の
段
階

で
突
如
楚

の
旧
都
で
あ
る

郢
に
徙
さ
れ

て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
当
時

郢
は
秦

の
南
方
経
略

の
拠
点
で
あ

う

た
。
な
ぜ

こ
の
時
期

に

「
楚

の
公
子
」
で
も
あ

る
昌
平
君
を
此

の
地
に
徙
す
必

要
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

本
紀
二
十

一
年
の
条

に
は
、
秦
の
名
将

王
翦
の
解

任
が
あ

っ
て
、

そ
の
直
後

ハ
ヨ
 

に

「新

鄭
反
、
昌

平
君
徙
於
郢
」
と
あ
る
。
新

鄭
は
も
と
韓

の
旧
都

で
あ

る
。

す
で
に
始
皇
十
七
年

に
は
韓
王
も
捕
え
ら
れ
秦

に
編

入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
韓

の
旧
都

で
内
乱
が
起
き
た
わ
け

で
あ
る
が
、
王

翦
の
解
任
を
待

っ
て
の
旗
揚
げ

で
あ

っ
た

の
か
も
知
れ
な

い
。
そ
し
て

こ
の
時

に
昌

平
君
も
郢
に
徙
さ
れ
て
い

る
。
あ
る

い
は
新

鄭
の
処

理
を
め
ぐ

っ
て
内
部
的
な

意
見
の
対

立
が
あ

っ
た
の

か
、
新
鄭

の
事
件
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ

っ
て

の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か

。

た
だ

「
編
年
記
」
は

こ
の
前
年
、

つ
ま
り
二
十

年
に

「
韓

王
居
口
山
」
と

記
録

し
、

二
十

一
年
に

「
韓

王
死
」
と

い
う
。

二
十
年

の
韓
王
の
死

は
同
年

の
新
鄭

反
と
当
然
結
び

つ
い
て
い
よ
う

。
そ
し

て
二
十

年
の

「
居

口
山

」
と
い

っ
た
幽

囚
の
場

の
変
更
が
、
あ
る
い
は

二
十

一
年

の
反
乱

の
ヒ
キ
ガ
ネ
に
な

っ
た
の
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

当
時
十
九
年
以
来

こ
の
地

の

「
備
敬
」

で
あ

っ
た
喜
か
ら
す
れ
ば
、
韓
王

の

幽
閉

さ
れ

た
口
山
は
彼
の
管
轄
地
内

に
あ
り
、
そ

の
行
動
に
は
目
を
光

ら
せ
て

い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
職

務
上
の
必
要
も
あ

っ
て
、
特
に
そ
の
地

と
そ
の
死
を

記
録
し

た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
こ
う
考
え

る
と
続

い
て

「
昌
平

君
居
其
処
、
有

死
口
属
」
と

い
う
の
も
、

「
其
処
」
と
は
史
記
に
い
う
よ
う
に

「
郢
」

に
外
な

ら
な

い
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
し

た
が

っ
て

「
口
山
」
も
郢
に
ほ
ど
近
い
場
所

で

ま

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

昌
平

君
が

「
有
た
日

の
属
」
に
殺
さ
れ
た
と
い
う

の
も
、
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韓
王
殺
害
と
同
じ
連
中

の
手
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と

で
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
韓
王
と
気
脈
を
通
じ
た
昌
平

君
、

つ
ま
り
何

ら
か
の
形

で
反
秦
の
立
場
を
共
有
す
る
二
人
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
も

ち

ろ
ん
亡
国

の
王
と
現
に
秦

に
仕
え
る
者
と
で
は
、
立
場
も
違

い
反
秦

の
具
体

的
な
方
策
も
異
に
し
よ
う

が
、
現
実

の
事
態

へ
の
批
判
者
と
し

て
時
に
手
を
結

び
合
う

こ
と
は
あ
り

え
よ
う
。
や
が
て
始
皇
二
十

三
年
、
秦
将
李
信

・
蒙

武
は

二
十
万

の
兵
を
率

い
て
楚
を
攻
め
る
。
し
か
し
逆

に
項
燕
ら

の
軍
に
南
部
で
苦

戦
を
強

い
ら
れ
、
か
く

て
案
は

い
っ
た
ん
は
解
任
し
た
王
翦
を
復

帰
さ
せ
て
兵

六
十
万
を

動
員
し
て
蒙
武
ら
と
合
体
さ
せ
楚
地

の
攻
略

に
向
わ
せ
る
。

こ
の
年

の
四
月
、
昌
文
君

は
ま

た
死
歿
す
る
。

史

記
に
い
う

「
立
昌
平
君
為
荊
王
、
反
秦
於
淮
南
」
が
、

年
次
的

に
成
立
し

え
ぬ
も

の
で
あ

っ
た

と

し

て

も
、
昌
平
君

の
反
秦
的
な

何
ら
か
の
行
動
が
あ

り
、

不
幸

に
も
挫
折
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
も

の
で
あ

っ
た
と
し

て
も
、

そ
れ
は
や
が

て
英
雄
的
な
行
動
で
あ

っ
た
か

の
よ
う

に
も
伝
説
化
し
て
い
き
、

そ
の
伝
承
に

根
ざ
し

て
司
馬
遷
が
ζ
う
書

い
て
い
る
も
の
と
す
る
と
そ
れ
な
り

に
理
解
す
る

こ
と
は

で
き
る
。
恐
ら
く
昌
平
君
昌
文
君
は

こ
の
地

の
伝
説
的
な
英
雄
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。

こ
う
し

た
状
況

の
下
で
昌
平
君
の
名
を
以

て
反
秦
軍

の
結
成
を
呼

び
か
け
る

こ
と
は
支
持
賛
同
を
得
や
す

い
道
理
で
あ

る
。

こ
れ
が
彼

亡
き
後

の

彼

の
名

に
よ
る
反
秦
軍

の
結
成
と
い
う
伝
承
を
生

ん
だ
秘
密
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ

「編

年
記
」

に
よ

っ
て
、
昌
平
君
は

一
歩
実
像

に
近
づ

い
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う

で
あ

る
。

五

始
皇
の
二
十
年
代
は
、
二
十
六
年
に
斉
王
建
を
虜
と
し
て

「初
井
天
下
」
に

至
る
ま
で
、
戦
国
を
終
熄
し
天
下
統

一
の
事
業
を
完
成
す
る
ま
さ
に
前
夜
の
動

乱
の
時
代

で
あ

っ
た
。
南

郡
備
警
喜

の
周
辺
も
時
代

の
波

に
無
関
係
で
は
あ
り

え
な
か

っ
た
。
彼
自

身
の
平
陽

へ
の
従
軍
あ
り
、
昌
平
君
事
件
あ
り
項

燕
ら
の

南
郡
反
攻
も
あ

っ
た
。
雲
夢
秦
墓

の
四
号

墓
か
ら
は
従

軍
し

た
先
き
か
ら
故

郷

の
母
親

へ
あ

て
た
黒
夫

・
椋
な
る

二
人
の
息
子

の
木
贖

が
出
土
し
て

い
都
醇

金

と
夏
も

の
の
衣
服
を

無
心
す
る
書
簡

で
あ
る
。

こ
の
墓

に
他

の
木
牘
が
な
い
と

こ
ろ
か
ら
み
る
と
、

二
入
と
も
次

の
手
紙
を
書

く
暇
も
な
く
戦
死
し
た

の
か
も

知
れ
な

い
。
だ
か
ら
ζ
そ
息
子

の
遺
品
で
あ
る
二
枚

の
木
牘
を
か
か
え
て

こ
の

母
親
は
墓
中

の
人
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

一
つ
運
命
が
狂
え
ば
、
喜

に
も

ふ
り
か
か

っ
て
き

て
少
し
も
不
自

然
で
は
な

い
。

そ
の
よ
う
な
時
代

で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
編
年
記
」
は
総
体
と
し

て
地
方

社
会

の
安
定
性
を

伝
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
十

五
才
の
登

記
手
続
き
、
十
七
才

の
地
方
官
僚
試

験
、
翌
年

の
任
官
そ
し
て
転
勤
栄

転
、

や
が
て
従
軍
復
職
、
累
進

。
子
供

の
誕

生
、
父
母

の
死

。
た
ま
た
ま
彼

だ
け
が
順
調
だ

っ
た
と

の
疑
問
は
残

る
が
、

こ

の
経
歴

の
背
景
に
あ
る
社
会

そ
の
も

の
の
順
序
次
第
が
整
然

と
機
能
し

て
い
る

こ
と
は
否

め
な

い
。
四
号
墓

出
土

の
木
牘

に
し

て
も
、

こ
の
墓

の
主
人
公
は
随

葬
品

の
数
か
ら
し
て
小
地
主
程
度

の
資
産
し
か
持
た
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の

子
弟
は
文
字
を
書
く
術
を
心
得

て
い
る
。
そ
し

て
煩
雑
な

ほ
ど

に
書
中
で
ご
機

嫌

伺
い
の
慣
用
語
を
使
用
す
る
。
喜

の
場
合
も
含
め

て
、

一
体
ど

こ
で
こ
う
し

た
文
字

や
書
法
を
修
得
し
允
の
で
あ

ろ
う
。
恐
ら
く
管
子

の
弟
子
職
篇

に
み
ら

れ

る
よ
う
な
村
塾
の
存
在
を

こ
の
地

に
も
、

た
と
え
小
さ
な
規
模

の
も

の
で
あ

っ
た
と
し

て
も
予
想
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な

い
で
あ

ろ
う
。
地
方
採
用
試
験

が
行
な
わ
れ
、
及
落

の
判
定
が
あ
り
、
任
官
そ
し

て
累
進

と
い
う

の
も
、
間
違

い
な
く
背
後
に
あ
る
機
構
が

ス
ム
ー
ズ
に
機
能
し

て
い
る
か
ら
の

こ

と

で

あ

る
。
本
紀
十
六
年
の

「
初
令
男
子
書
年
」
が
、

同
年

に
確
実

に

「編
年

記
」
に
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「
自
占
年
」
と
記
入
さ
れ

て
い
る
の
も
、
喜

が
役
人
で
あ

っ
た
と
は

い
え
、
中

央
指
令
が
確
実
迅
速

に
末
端
社
会

に
ま

で
伝
達
さ
れ
実
現
さ
れ
る
例
証
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

始
皇
本
紀

に
せ
よ

「
編
年

記
」

に
せ
よ
ほ
と
ん
ど

の
年
が
戦
争

の
記
録
を
止

め

て
い
る
。
文
字
通
り
動
乱
の
歴
史

で
あ
る
。
し
か
し
思
え
ば
そ

の
戦
争
動
乱

も
、

つ
ね

に
中
国
全
土
を
覆
う
も

の
で
は
な
い
。
喜

の
場
合
も
、

た
し
か
に
は

る
ば

る
南

郡
か
ら
陜
西
の
平
陽

の
戦

い
に
駆
り
出
さ
れ
て
も

い
、
そ

の
意
味

で

は
遠

国
で
の
戦
争
も
南
郡
安
陸

に
無
関

係
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し

一

定
の
従

軍
期
間
が
了
れ
ば
彼
ら
は
帰
国
し
平
常

の
職
場
に
復
帰

す
る
。
死
傷
と

い
う

不
幸
な

事
態

が
な

い
で
は
な
か
ろ
う
が
、
帰
り

つ
い
た
地
方
社
会

は
そ
れ

な
り

に
安
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
安
定
は
、
当
然

の
こ
と
背
後

に
あ

る
国
家
権

力
と
相
関
す
る
わ
け

で
あ
る
が
、
問
題
は

こ
れ
を
具
体
的
に
個
人
が

ど

の
よ
う
に
受
け
と
め

て
い
た
か

で
あ
る
。

「
編
年

記
」
の
最
末
尾
は
次

の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

二
十
六
年

二
十
七
年

八
月
己
亥
廷
食
時
産
穿
耳

〔
二
十
八
〕
年

今
過
安
陸

二
十
九
年

三

十

年

始
皇

二
十
六
年
は

い
う
ま
で
も
な
く
天
下
統

一
の
年

で
あ

る
。

「
編
年
記
」

は

こ
の
年
を
空
白

に
し
て
、

翌
二
十
七
年
に

「穿

耳
」

の
誕
生
を
記
録
す
る
。

そ
し

て
二
十
八
年
、
始

皇
第
二
次
巡
狩

の
帰
途
を

「今
過
安
陸

」
と

記
録
し
、

後

の
二
年
は
再
び
空
白
。
本

来

「
編
年
記
」
が
個
人

の
経
歴
書

で
あ

る
こ
と
を

思
う
と
、
始
皇

の
統

一
が
何
ら
言

及
さ
れ
ず
、
子
供

の
出
生

ζ
そ
わ
が
家

の
大

事
と
し

て
記
録
す

べ
き
意
義
も
あ
り
、

さ
ら
に
ご
く
珍
し

い
事
例
と
し
て
皇
帝

の
こ
の
地

へ
の
巡
狩

が
時
の
刻

み
目
を
記
す
意
味

で
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

同
じ
秦
簡
中

の

「
為
吏
之
道
」
は
君
主
に
忠
実
な
臣
僚

で
あ
り
同
時

に
下

に

温
良

で
節
度

の
あ

る
官

僚
た
れ

と
対
他
関
係
を
軸
に
吏
道
心
得
を
説
く
。

こ
れ

と
は
全
く
対
照
的

に

「
編

年
記
」
は
歴
史
の
時

間
に
組

み
込
ん
で
そ

こ
に
自

己

を
表
現
す
る

こ
と
を
主
と
す
る
。
た
ん
た
ん
と
し
た
記
述

の
中

に
選
別

が
あ
り

主
張

が
あ

る
。
何
年
に
何
が
あ
り
何

に
感
動
し
た
か
と
。

平
心

こ
の
空
白
の
年

次
の
多

い
最
晩
年
の
五
年
間
の
記
録
を

み
る
と
、
表
向

き

の
官
僚
と
し

て
は

「
為
吏
之
道
」

の
訓
え

の
忠
実

な
実

践
者

で
も

あ
り
、

だ

か
ら
こ
そ
そ
れ
な
り

の
地
位
も
得
た

の
で
あ
ろ
う
南
郡
備
警
喜
の
関
心
は
、

こ

と
始

皇
に
関
す

る
限
り
己
れ
の
子
供

へ
の
関
心
を
決
し

て
超
え
る
も

の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
も
し
始
皇
が
彼

に
責
任

の
及
ば
な

い
他

の
近
く
の
街
を
通

過

し
た
の
だ
と
し

た
ら
、
彼
は

こ
れ
を
記
録

に
止

め
る
こ
と
は
し
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
。
二
十
六
年

の
天
下
統

一
の
記
念
す

べ
き
年

が
、

一
地
方
官
と
し
て
の
彼

に
何
ら

の
感

動
も
よ
び
起
し
は
し
な
か

っ
た
よ
う

に
。
そ
れ
が
確
実
に
何
に
因

る

の
か
は

こ
の
資
料
か
ら
だ
け

で
は
十

分
に
明
ら
か
に
は
し
難

い
。
し
か
し
以

上
か
ら
次

の
よ
う
に
い
う

こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
方

に
生

ま

れ
生
涯
を
そ

の
地
に
終

る
地
方
官

の
心
か
ら
択
ぴ
と
る
こ
と
ど
も
と
は
、

つ
ま

り
彼

の
心

の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
も

の
は
、
彼
自

ら
と
そ
の
家
族
、

そ
し

て

そ
の
周
辺

に
そ
れ
な
り
の
完
結
性

や
整
序
さ
を
も

っ
て
幾
重
に
も
彼

ら
を
と
り

囲

ん
で
い
る
郷
里
社
会
の

こ
と
ど
も

で
あ

っ
て
、
他

の
事
象
、

い
わ
ゆ
る
政
治

社
会
的
諸
事
象
は
、
あ
く
ま
で
二
次
的

に
上
記

の
こ
と
と
関
わ
る
度

合
い
に
お

い
て
彼

に
関
わ
る
、
と
。
最
晩
年

の
空
白

の
多

い
こ
の
記
録
は
、

さ
な
が
ら

こ

の
空
白
を
通
じ

て
わ
れ
わ
れ
に

こ
う
語
り
か
け

て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

「
編
年

記
」
は
お
よ
そ
正
史

に
名
を
止

め
る
人
物
と
は
無
縁
な

一
地
方
官

の
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生
活

の
記
録
で
あ
り
、
従
来
ま

っ
た
く
知
ら
れ

る
こ
と

の
な
か

っ
た
種
類

の
記

録

で
も
あ
る
。
今
後

と
も
多
方
面
か
ら
す
る
研
究

が
ま
た
れ
る
と

こ

ろ

で

あ

る
。
そ
し
て
同
時

に
同
地
か
ら
出
土
し
た
数
多
く

の
随

葬
品
や

「
秦
律
十
八
種

」
等

の

「
雲
夢
秦

簡
」
も
今
後
は
総
合
し
て
考
察
を
加
え
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
そ

こ
に
ま
た
新

た
な
見
地
も
生
ま
れ
よ
う

が
、

こ
れ
ら
は
後

日
に
期
し

た
い
。

(
6
)

上
記

「湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十

一
座
秦
基
発
掘
簡
報
」
の
附
録
と
し
て
木
頒
の
釈
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
つ
い
て
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
こ
の
墓
の
随
葬
品
は
二
十
件
ほ
ど
で
、
九

号
基
や
十

一号
墓
の
規
模
に
ほ
遠
く
及
ぱ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
漆
器
を
埋
葬
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
推
し
て
小
地
主
ク
ラ
ス
の
墓
と
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

〔補
注
)
年
表
中
の

「二
十
年
」

「
三
十
年
」

「四
十
年
」
は
そ
れ
ぞ
れ

「廿
年
」

「卅
年
」

「

理
年
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
印
刷
の
つ
こ
う
で
こ
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

(
注
)

(
-
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5

)

雲
夢
秦
墓
の
発
掘
状
況
を
も
含
め
て
と
り
扱
っ
た
論
文
に
湖
北
孝
感
地
区
考
古

訓
練
班

「湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十

一
座
秦
墓
発
掘
簡
報
一
文
物

一九
七
六
ー
九
が
あ
り
、
秦
簡
中
心
に

ま
と
め
た
も
の
に
呉
樹
平

「秦
代
社
会
的
階
級
和
階
級
闘
係
-
読
雲
夢
秦
簡
札
記
之

一
」

文
物

一
九
七
七
-
七
、
秦
律
を
中
心
に
し
た
も
の
に
林
甘
泉

「秦
律
与
秦
朝
的
法
家
路
線

ー
読
雲
夢
出
土
的
秦
簡
1
」
文
物

一
九
七
六
-
七
、
南
郡
守
騰
文
書
を
中
心
と
し
た
も
の

に
石
言

「
「南
郡
守
騰
文
書
」
与
棄
的
法
治
路
緑
」
歴
史
研
究

一
九
七
六
ー
三
、

「
編
年

記
」
申
心
に
ま
と
め
た
も
の
に
上
海
市
歴
史
研
究
小
組

「従
雲
夢
秦
簡
(
大
事
記
V
看
棄

統

=
ハ国
和
反
復
辟
闘
争
」
文
物

一
九
七
六
ー
七
が
あ
る
。
ま
た
拙
考

「秦
の
思
想
統
制

に
つ
い
て
1
雲
夢
秦
簡
ノ
ー
ト
ー
」
九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
4
は
、
秦
簡
中
の

「
南
郡

守
騰
文
書
」

「為
吏
之
道
」
を
主
と
し
て
取
り
あ
げ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

「南
郡
守
騰
文
書
」
に
関
し
て
は
、
上
記
拙
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

上
記

「湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十

一座
秦
墓
発
掘
簡
報
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

始
皇
本
紀
九
年
の
条
の

「令
相
国
昌
平
君
昌
文
君
…
」
と
あ
る
の
は

「相
国
の
昌
平
君
」

で
億
な
く
て
、

門
相
国
及
び
畠
平
君
」
の
意
に
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
昌
平
君
が
相
国
で

あ

っ
た
記
録
は
な
く
、
当
時
は
な
お
呂
不
章
相
国
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

新
鄭
の
反
乱
と
昌
平
君
の
遷
徙
を
函
遵
す
る
も
の
と
捉
.凡
る
も
の
に
、
楊
寛

「秦
始
皇
」

(上
海
人
民
出
版
社
)
、

「戦
国
史
」

(同
上
)
が
あ
る
。
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